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(57)【要約】
　本開示に係る表示装置（１）は、行列状に配置された
複数の画素（１６０）を備える表示装置であって、複数
の画素（１６０）の各々は、供給される電流量に応じて
発光するＥＬ素子（１６６）と、ＥＬ素子（１６６）の
発光を制御する駆動トランジスタ（１６１）と、駆動ト
ランジスタ（１６１）のゲートに接続されたスイッチ（
１６２、１６３）とを有し、表示装置（１）は、表示装
置（１）に対する電源供給が停止した場合に複数の画素
（１６０）の各々におけるゲートの電荷を引き抜く電荷
引抜部を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　行列状に配置された複数の画素を備える表示装置であって、
　前記複数の画素の各々は、
　供給される電流量に応じて発光する発光素子と、
　前記発光素子の発光を制御するトランジスタと、
　前記トランジスタのゲートに接続された第１スイッチとを有し、
　前記表示装置は、前記表示装置に対する電源供給が停止した場合に前記複数の画素の各
々における前記ゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部を備える
　表示装置。
【請求項２】
　前記電荷引抜部は、前記表示装置の外部から供給される電源電圧の低下を検出すること
により、前記電源供給の停止を検出する検出部を備える
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記電荷引抜部は、前記検出部により前記電源供給の停止が検出された場合、前記第１
スイッチを導通させることにより前記電荷を引き抜く
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１スイッチは、第１配線と前記ゲートとの導通及び非導通を切り替え、
　前記電荷引抜部は、前記検出部により前記電源供給の停止が検出された場合、前記第１
配線の電圧が所定の電圧となった後に、前記第１スイッチを導通させる
　請求項２又は３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示装置は、さらに、前記ゲートに接続された第２スイッチを備え、
　前記電荷引抜部は、前記検出部により前記電源供給の停止が検出された場合、前記第２
スイッチを導通させることにより前記電荷を引き抜く
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１スイッチは、第１配線と前記ゲートとの導通及び非導通を切り替え、
　前記第２スイッチは、前記第１配線と異なる第２配線と前記ゲートとの導通及び非導通
を切り替え、
　前記第２配線には、所定の電圧が印加されている
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第１スイッチ及び前記第２スイッチは、第１配線と前記ゲートとの導通及び非導通
を切り替え、
　前記電荷引抜部は、前記検出部により前記電源供給の停止が検出された場合、前記第１
配線の電圧が所定の電圧となった後に、前記第２スイッチを導通させる
　請求項５に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１配線は、前記複数の画素に対して、前記発光素子の発光を制御するための電源
電圧を供給する電源線、又は、前記発光素子の輝度に対応する信号電圧を供給する信号線
である
　請求項４、６及び７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記電荷引抜部は、一端が前記ゲートに接続された抵抗素子を含み、
　前記抵抗素子の他端には、前記電源供給が停止した場合に所定の電圧が印加される
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項１０】
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　前記所定の電圧は、前記トランジスタへの電気的ストレスを抑制する電圧である
　請求項４、６、７及び９のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記トランジスタは、前記発光素子に電流を供給する駆動トランジスタである
　請求項１～１０のいずれか１項に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、行列状に配置された複数の画素を備える表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）を利用した有機ＥＬディスプ
レイ等のアクティブマトリクス方式の表示装置には、駆動トランジスタとして薄膜トラン
ジスタ（ＴＦＴ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）が用いられている。
【０００３】
　このような薄膜トランジスタとして、酸化物半導体層にチャネルが形成される酸化物薄
膜トランジスタを用いた表示装置では、当該表示装置に対する電源電圧の供給が停止した
場合に、画素の特定のノードに電荷が保持され続けることにより、表示品質の悪化等の不
具合が生じる虞がある。
【０００４】
　そこで、表示装置に対する電源電圧の供給が停止した場合に、駆動トランジスタのゲー
トとソースとを電気的に接続するトランジスタを設けることにより、上記の不具合を抑制
する構成が開示されている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－２１８３１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このような構成では、表示装置に対する電源電圧の供給が停止した場合
に、駆動トランジスタのゲートの電荷が十分に抜けない虞がある。よって、駆動トランジ
スタのゲートに残った電荷によって当該駆動トランジスタに負荷がかかるので、信頼性の
劣化、及び、特性の劣化が生じる虞がある。このような画素内のトランジスタの劣化は、
表示装置の長期信頼性に影響を及ぼすという問題がある。
【０００７】
　本開示は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、表示装置に対する電源供給が停止
している期間における画素内のトランジスタの劣化を抑制できる表示装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題に鑑みて、本開示に係る表示装置は、行列状に配置された複数の画素を備え
る表示装置であって、複数の画素の各々は、供給される電流量に応じて発光する発光素子
と、発光素子の発光を制御するトランジスタと、トランジスタのゲートに接続された第１
スイッチとを有し、表示装置は、表示装置に対する電源供給が停止した場合に複数の画素
の各々におけるゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本開示によれば、表示装置に対する電源供給が停止している期間における画素内のトラ
ンジスタの劣化を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１０】
【図１】図１は、実施の形態１に係る表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】図２は、図１中の表示パネルの構成例を示すブロック図である。
【図３】図３は、実施の形態１における画素の構成を示す回路図である。
【図４】図４は、実施の形態１に係る表示装置における電源停止動作を示すタイミングチ
ャートである。
【図５】図５は、実施の形態１に係る表示装置の通常動作及び電源停止動作の詳細なタイ
ミング例を示すタイミングチャートである。
【図６】図６は、実施の形態１において、駆動トランジスタの各ノードから電荷が引き抜
かれる様子を説明する説明図である。
【図７】図７は、実施の形態１の変形例において、駆動トランジスタの各ノードから電荷
が引き抜かれる様子の一例を説明する説明図である。
【図８】図８は、実施の形態１の変形例において、駆動トランジスタの各ノードから電荷
が引き抜かれる様子の他の一例を説明する説明図である。
【図９】図９は、実施の形態２に係る表示装置の構成例を示すブロック図である。
【図１０】図１０は、図９中の表示パネルの構成例を示すブロック図である。
【図１１】図１１は、実施の形態２における画素の構成を示す回路図である。
【図１２】図１２は、実施の形態２に係る表示装置における電源停止動作を示すタイミン
グチャートである。
【図１３】図１３は、実施の形態２において、駆動トランジスタの各ノードから電荷が引
き抜かれる様子を説明する説明図である。
【図１４】図１４は、実施の形態２の変形例１における画素の構成を示す回路図である。
【図１５】図１５は、実施の形態２の変形例２における画素の構成を示す回路図である。
【図１６】図１６は、実施の形態２の変形例３に係る表示装置の構成を示すブロック図で
ある。
【図１７】図１７は、実施の形態２の変形例３における画素の構成を示す回路図である。
【図１８】図１８は、実施の形態１の他の変形例において、駆動トランジスタのゲートか
ら電荷が引き抜かれる様子を説明する説明図である。
【図１９】図１９は、実施の形態２の他の変形例における画素の構成を示す回路図である
。
【図２０】図２０は、他の実施の形態における画素の構成を示す回路図である。
【図２１】図２１は、フラットパネルディスプレイの外観図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本開示に係る表示装置の一態様は、行列状に配置された複数の画素を備える表示装置で
あって、複数の画素の各々は、供給される電流量に応じて発光する発光素子と、発光素子
の発光を制御するトランジスタと、トランジスタのゲートに接続された第１スイッチとを
有し、表示装置は、表示装置に対する電源供給が停止した場合に複数の画素の各々におけ
るゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部を備える。
【００１２】
　このように、表示装置は、当該表示装置に対する電源供給が停止した場合にトランジス
タのゲートの電荷を引き抜く。よって、表示装置に対する電源供給が停止している期間に
おいてトランジスタにかかる負荷を抑制できる。したがって、本態様に係る表示装置は、
当該期間における画素内のトランジスタの劣化を抑制できる。すなわち、表示装置の長期
信頼性を確保できる。
【００１３】
　また、電荷引抜部は、表示装置の外部から供給される電源電圧の低下を検出することに
より、電源供給の停止を検出する検出部を備えてもよい。
【００１４】
　これにより、表示装置の電源電圧がローレベル電圧（例えば、０［Ｖ］）となる前に、
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当該電源供給の停止を検出することができる。よって、電荷引抜部による電荷の引き抜き
に内部電圧が必要な場合であっても、トランジスタのゲートの電荷を引き抜くことができ
る。
【００１５】
　また、電荷引抜部は、検出部により電源供給の停止が検出された場合、第１スイッチを
導通させることにより電荷を引き抜いてもよい。
【００１６】
　このように、本態様では、各画素に設けられている第１スイッチを導通させることによ
り電荷を引き抜く。よって、電荷を引き抜くための新たな構成を設ける必要がないので、
画素構成を簡素化できる。
【００１７】
　また、第１スイッチは、第１配線とゲートとの導通及び非導通を切り替え、電荷引抜部
は、検出部により電源供給の停止が検出された場合、第１配線の電圧が所定の電圧となっ
た後に、第１スイッチを導通させてもよい。
【００１８】
　また、表示装置は、さらに、ゲートに接続された第２スイッチを備え、電荷引抜部は、
検出部により電源供給の停止が検出された場合、第２スイッチを導通させることにより電
荷を引き抜いてもよい。
【００１９】
　これにより、簡易な制御でトランジスタのゲートの電荷を引き抜くことができる。
【００２０】
　また、第１スイッチは、第１配線とゲートとの導通及び非導通を切り替え、第２スイッ
チは、第１配線と異なる第２配線とゲートとの導通及び非導通を切り替え、第２配線には
、所定の電圧が印加されていてもよい。
【００２１】
　これにより、第２配線の電圧を切り替える必要が無いので、一層簡易な制御でトランジ
スタのゲートの電荷を引き抜くことができる。
【００２２】
　また、第１スイッチ及び第２スイッチは、第１配線とゲートとの導通及び非導通を切り
替え、電荷引抜部は、検出部により電源供給の停止が検出された場合、第１配線の電圧が
所定の電圧となった後に、第２スイッチを導通させてもよい。
【００２３】
　また、第１配線は、複数の画素に対して、発光素子の発光を制御するための電源電圧を
供給する電源線、又は、発光素子の輝度に対応する信号電圧を供給する信号線であっても
よい。
【００２４】
　このように、本態様では、表示装置に対する電源供給が行われている通常時において電
源電圧又は信号電圧が供給されている第１配線の電圧を、当該電源供給が停止した電源停
止時において所定の電圧とする。つまり、本態様では、第１配線の電圧を通常時と電源停
止時とで切り替えることにより、第１配線を介して電荷を引き抜くことができる。すなわ
ち、電荷を引き抜くための新たな構成を設ける必要がないので、構成を簡素化できる。
【００２５】
　また、電荷引抜部は、一端がゲートに接続された抵抗素子を含み、抵抗素子の他端には
、電源供給が停止した場合に所定の電圧が印加されてもよい。
【００２６】
　これにより、スイッチを導通させることにより電荷を引き抜く構成と比較して、当該ス
イッチの導通及び非導通を切り替える制御が不要となるので、簡易な構成及び制御で、表
示装置に対する電源供給が停止した場合にトランジスタのゲートの電荷を引き抜くことが
できる。
【００２７】
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　また、所定の電圧は、トランジスタへの電気的ストレスを抑制する電圧であってもよい
。
【００２８】
　これにより、トランジスタのゲートから電荷が引き抜かれて平衡状態となった場合、つ
まり、電荷の引き抜きが完了した場合、当該ゲートの電圧は、当該トランジスタへの電気
的ストレスを抑制する電圧となる。よって、当該トランジスタにおける、信頼性の劣化、
及び、特性の劣化を一層抑制できる。
【００２９】
　また、トランジスタは、発光素子に電流を供給する駆動トランジスタであってもよい。
【００３０】
　以下、本開示に係る表示装置の一態様について、図面を参照しながら具体的に説明する
。但し、必要以上に詳細な説明は省略する場合がある。例えば、既によく知られた事項の
詳細説明や実質的に同一の構成に対する重複説明を省略する場合がある。これは、以下の
説明が不必要に冗長になるのを避け、当業者の理解を容易にするためである。
【００３１】
　なお、発明者は、当業者が本開示を十分に理解するために添付図面および以下の説明を
提供するのであって、これらによって請求の範囲に記載の主題を限定することを意図する
ものではない。例えば、以下の実施の形態で示される数値、形状、材料、構成要素、構成
要素の配置位置及び接続形態などは、一例であり、本開示を限定する主旨ではない。また
、以下の実施の形態における構成要素のうち、最上位概念を示す独立請求項に記載されて
いない構成要素については、任意の構成要素として説明される。また、以下の各図は、模
式図であり、必ずしも厳密に図示したものではない。
【００３２】
　（実施の形態１）
　以下、本開示の実施の形態１について説明する。
【００３３】
　［１－１．構成］
　［１－１－１．表示装置］
　まず、本実施の形態に係る表示装置の構成について、図１及び図２を用いて説明する。
【００３４】
　図１は、実施の形態１に係る表示装置の構成例を示すブロック図である。図２は、図１
中の表示パネルの構成例を示すブロック図である。
【００３５】
　図１に示すように、表示装置１は、検出部１０と、パネル制御部２０と、表示パネル３
０とを備える。
【００３６】
　検出部１０は、表示装置１に対する電源供給の停止を検出する。具体的には、検出部１
０は、表示装置１の外部から供給される電源電圧の低下を検出することにより、電源供給
の停止を検出する。
【００３７】
　電源供給の停止とは、例えば、ユーザによるリモコンの電源ボタンの押下、表示装置１
本体の電源ボタンの押下、ユーザによるオフタイマーの設定によるオフ時刻の到来、ユー
ザの無操作時間を計測するタイマーによる設定時間の経過、停電時のＡＣ電源電圧の低下
などによる電源電圧の低下を含む。
【００３８】
　検出部１０は、具体的には、電源電圧が第１閾値電圧以下になったことを検出し、検出
したタイミングで検出信号ＰＯＲ１を出力する第１検出器１１と、電源電圧が第１閾値電
圧より小さい第２閾値電圧以下になったことを検出し、検出したタイミングで検出信号Ｐ
ＯＲ２を出力する第２検出器１２とを有する。つまり、検出部１０は、電源供給が停止さ
れることにより低下している電源電圧が第１閾値電圧になったときに検出信号ＰＯＲ１を
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出力し、その後も引き続いて低下している電源電圧が第２閾値電圧になったときに検出信
号ＰＯＲ２を出力する。
【００３９】
　第１閾値電圧は、電源電圧の最大値であるハイレベル電圧ＶＤＤより小さく、かつ、電
源電圧の最小値であるローレベル電圧ＶＳＳより大きな電圧である。第２閾値電圧は、第
１閾値電圧より小さく、かつ、ローレベル電圧ＶＳＳより大きな電圧である。
【００４０】
　パネル制御部２０は、検出部１０により電源供給の停止が検出された場合、表示パネル
３０に対して、電源停止動作をさせるためのパネル制御信号Ｓｉｇ１、Ｓｉｇ２を出力す
る。具体的には、パネル制御部２０は、第１検出器１１から検出信号ＰＯＲ１が出力され
た場合にパネル制御信号Ｓｉｇ１を出力し、第２検出器１２から検出信号ＰＯＲ２が出力
された場合にパネル制御信号Ｓｉｇ２を出力する。
【００４１】
　表示パネル３０は、表示装置１の外部から供給される電源を用いて動作する、例えば有
機ＥＬパネルである。この表示パネル３０は、具体的には、図２に示すように、電源部３
１と、データ線駆動回路３２と、走査線駆動回路３３と、画素アレイ３４とを備える。
【００４２】
　画素アレイ３４は、少なくとも、互いに平行に配置されたＮ（例えばＮ＝１０８０）本
の走査線であるＳｃａｎ線と、Ｓｃａｎ線に直交して配置されたＭ本のソース信号線であ
るＤａｔａ線とを有する。さらに、画素アレイ３４は、Ｓｃａｎ線とＤａｔａ線との各交
点に、薄膜トランジスタおよびＥＬ素子から構成される画素を有する。なお、画素の構成
の詳細については、後述する。
【００４３】
　電源部３１は、データ線駆動回路３２、走査線駆動回路３３、及び、画素アレイ３４に
電力を供給するとともに、画素アレイ３４に各種電源電圧を供給する。ここでいう各種電
源電圧は、図２に示すように、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬであり、それぞれ
、後述する初期化電源線、基準電圧電源線、ＥＬアノード電源線、ＥＬカソード電源線を
介して各画素に供給される。
【００４４】
　データ線駆動回路３２は、画素アレイ３４のＤａｔａ線を駆動する。より具体的には、
データ線駆動回路３２は、所定のタイミングで、Ｄａｔａ線に信号電圧ＤＡＴＡを出力す
る。
【００４５】
　走査線駆動回路３３は、画素アレイ３４のＳｃａｎ線等を駆動する。より具体的には、
走査線駆動回路３３は、所定のタイミングで、後述するＳｃａｎ線、Ｒｅｆ線、Ｅｎａｂ
ｌｅ線、Ｉｎｉｔ線に走査信号、ＲＥＦ信号、イネーブル信号、ｉｎｉｔ信号を出力する
ことにより、画素内の各スイッチの導通及び非導通を制御する。
【００４６】
　ここで、電源部３１、データ線駆動回路３２及び走査線駆動回路３３は、パネル制御部
２０からパネル制御信号Ｓｉｇ１、Ｓｉｇ２が出力された場合、画素アレイ３４に供給す
る各種電源電圧、各種信号の電圧、及び、信号電圧（以下、「画素アレイ３４への供給電
圧」と記載する場合あり）を次のように低下させる。
【００４７】
　具体的には、電源部３１、データ線駆動回路３２及び走査線駆動回路３３は、パネル制
御部２０からパネル制御信号Ｓｉｇ１が出力された場合、画素アレイ３４への供給電圧の
うちパネル制御信号Ｓｉｇ１に対応付けられた各種電源電圧、各種信号の電圧、及び、信
号電圧（以下、「パネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧」と記載する場合あり）を低下
させる。また、パネル制御部２０からパネル制御信号Ｓｉｇ２が出力された場合、画素ア
レイ３４への供給電圧のうちパネル制御信号Ｓｉｇ２に対応付けられた各種電源電圧、各
種信号の電圧、及び、信号電圧（以下、「パネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する電圧」と記
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載する場合あり）を低下させる。
【００４８】
　例えば、本実施の形態において、パネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧は、ＶＩＮＩ
、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡであり、パネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する
電圧は、走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号Ｉ
ＮＩである。
【００４９】
　ここで、画素アレイ３４への供給電圧はパルス波形の場合もあるが、この場合、パネル
制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧、及び、パネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する電圧は、当
該パルス波形のハイレベル電圧に相当する。
【００５０】
　以上のように構成された表示装置１では、当該表示装置１に対する電源供給が停止した
場合に、複数の画素の各々における駆動トランジスタのゲートの電荷を引き抜くことがで
きる。本実施の形態において、この電荷の引き抜きは、検出部１０、パネル制御部２０、
電源部３１、データ線駆動回路３２、及び、走査線駆動回路３３によって、実現される。
すなわち、表示装置１に対する電源供給が停止した場合に複数の画素の各々における駆動
トランジスタのゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部は、本実施の形態では、検出部１０、
パネル制御部２０、電源部３１、データ線駆動回路３２、及び、走査線駆動回路３３に相
当する。
【００５１】
　なお、電源供給が停止した場合における当該電荷が引き抜かれるメカニズムについては
、後述する。
【００５２】
　なお、表示装置１は、例えば、図示しないが、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓ
ｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）、制御プログラムを格納したＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）などの記憶媒体、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などの
作業用メモリ、および通信回路を有するとしてもよい。
【００５３】
　［１－１－２．画素］
　続いて、画素アレイ３４に配置された画素の構成の一例について、図３を用いて説明す
る。図３は、実施の形態１における画素の構成を示す回路図である。
【００５４】
　図３に示す画素１６０は、表示パネル３０が有する一画素であり、Ｄａｔａ線１７６を
介して供給されたデータ信号（信号電圧）に応じた発光量で発光する。この画素１６０は
、上述したように行列状に配置され、駆動トランジスタ１６１と、スイッチ１６２～１６
５と、ＥＬ素子１６６と、容量素子１６７と、を備えている。また、画素１６０には、Ｄ
ａｔａ線１７６と、基準電圧電源線１６８（ＶＲＥＦ）と、ＥＬアノード電源線１６９（
ＶＴＦＴ）と、ＥＬカソード電源線１７０（ＶＥＬ）と、初期化電源線１７１（ＶＩＮＩ
）とを備える。
【００５５】
　ここで、Ｄａｔａ線１７６は、信号電圧ＤＡＴＡを供給するための信号線である。
【００５６】
　基準電圧電源線１６８（ＶＲＥＦ）は、容量素子１６７の第１電極の電圧値を規定する
基準電圧ＶＲＥＦを供給する電源線である。ＥＬアノード電源線１６９（ＶＴＦＴ）は、
駆動トランジスタ１６１のドレイン電極の電位を決定するための高電圧側電源線である。
ＥＬカソード電源線１７０（ＶＥＬ）は、ＥＬ素子１６６の第２電極（カソード）に接続
された低電圧側電源線である。初期化電源線１７１（ＶＩＮＩ）は、駆動トランジスタ１
６１のゲート－ソース間の電圧すなわち容量素子１６７の電圧を初期化するための電源線
である。
【００５７】
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　ＥＬ素子１６６は、発光素子の一例であり、画素アレイ３４において行列状に配置され
る。ＥＬ素子１６６は、駆動電流が流されて発光する発光期間と、駆動電流が流されず発
光しない非発光期間とを有する。具体的には、ＥＬ素子１６６は、駆動トランジスタ１６
１から供給される電流量に応じた発光量で発光する。ＥＬ素子１６６は、例えば有機ＥＬ
素子である。ＥＬ素子１６６は、カソードが、ＥＬカソード電源線１７０に接続され、ア
ノードが、駆動トランジスタ１６１のソース（ソース電極）に接続されている。ここで、
ＥＬカソード電源線１７０に供給されている電圧はＶＥＬであり、例えば０［ｖ］である
。
【００５８】
　駆動トランジスタ１６１は、ＥＬ素子１６６への電流の供給量を制御する電圧駆動の駆
動素子であり、ＥＬ素子１６６に電流（駆動電流）を流すことでＥＬ素子１６６を発光さ
せる。具体的には、駆動トランジスタ１６１は、ゲート電極が容量素子１６７の第１電極
に接続され、ソース電極が容量素子１６７の第２電極およびＥＬ素子１６６のアノードに
接続されている。
【００５９】
　駆動トランジスタ１６１は、スイッチ１６３がオフ状態（非導通状態）にされて基準電
圧電源線１６８と容量素子１６７の第１電極とが非導通で、かつ、スイッチ１６５がオン
状態（導通状態）にされてＥＬアノード電源線１６９とドレイン電極と導通した場合に、
当該信号電圧に応じた電流である駆動電流をＥＬ素子１６６に流すことにより、ＥＬ素子
１６６を発光させる。ここで、ＥＬアノード電源線１６９に供給されている電圧はＶＴＦ
Ｔであり、例えば２０Ｖである。これにより、駆動トランジスタ１６１は、ゲート電極に
供給された信号電圧を、当該信号電圧に対応した信号電流に変換し、変換された信号電流
をＥＬ素子１６６に供給する。
【００６０】
　また、駆動トランジスタ１６１は、スイッチ１６３がオフ状態（非導通状態）にされて
基準電圧電源線１６８と容量素子１６７の第１電極とが非導通で、かつ、スイッチ１６５
がオフ状態（非導通状態）にされてＥＬアノード電源線１６９とドレイン電極とが非導通
である場合に、駆動電流をＥＬ素子１６６に流さないことでＥＬ素子１６６を発光させな
い。
【００６１】
　容量素子１６７は、駆動トランジスタ１６１の流す電流量を決める電圧を保持する。具
体的には、この容量素子１６７は、駆動トランジスタ１６１のゲート－ソース間に設けら
れ、容量素子１６７の第２電極（駆動トランジスタ１６１のソース側の電極）は、駆動ト
ランジスタ１６１のソース（ＥＬカソード電源線１７０側）とＥＬ素子１６６のアノード
との間に接続されている。容量素子１６７の第１電極（駆動トランジスタ１６１のゲート
側の電極）は、駆動トランジスタ１６１のゲートに接続されている。また、容量素子１６
７の第１電極は、基準電圧電源線１６８（ＶＲＥＦ）とスイッチ１６３を介して接続され
ている。
【００６２】
　スイッチ１６２は、信号電圧を供給するためのＤａｔａ線１７６（信号線）と容量素子
１６７の第１電極との導通および非導通を切り換える。具体的には、スイッチ１６２は、
ドレインおよびソースの一方の端子がＤａｔａ線１７６に接続され、ドレインおよびソー
スの他方の端子が容量素子１６７の第１電極に接続され、ゲートが走査線であるＳｃａｎ
線１７２に接続されているスイッチングトランジスタである。換言すると、スイッチ１６
２は、Ｄａｔａ線１７６を介して供給された信号電圧（データ信号）を容量素子１６７に
書き込むための機能を有する。
【００６３】
　スイッチ１６３は、基準電圧ＶＲＥＦを供給する基準電圧電源線１６８と容量素子１６
７の第１電極との導通および非導通を切り換える。具体的には、スイッチ１６３は、ドレ
インおよびソースの一方の端子が基準電圧電源線１６８（ＶＲＥＦ）に接続され、ドレイ
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ンおよびソースの他方の端子が容量素子１６７の第１電極に接続され、ゲートがＲｅｆ線
１７３に接続されているスイッチングトランジスタである。換言すると、スイッチ１６３
は、容量素子１６７の第１電極（駆動トランジスタ１６１のゲート）に対して基準電圧（
ＶＲＥＦ）を与える機能を有する。
【００６４】
　スイッチ１６４は、容量素子１６７の第２電極と初期化電源線１７１との導通および非
導通を切り換える。具体的には、スイッチ１６４は、ドレインおよびソースの一方の端子
が初期化電源線１７１（ＶＩＮＩ）に接続され、ドレインおよびソースの他方の端子が容
量素子１６７の第２電極に接続され、ゲートがＩｎｉｔ線１７４に接続されているスイッ
チングトランジスタである。換言すると、スイッチ１６４は、容量素子１６７の第２電極
（駆動トランジスタ１６１のソース）に対して初期化電圧（ＶＩＮＩ）を与える機能を有
する。
【００６５】
　スイッチ１６５は、ＥＬアノード電源線１６９と駆動トランジスタ１６１のドレイン電
極との導通および非導通を切り換える。具体的には、スイッチ１６５は、ドレインおよび
ソースの一方の端子がＥＬアノード電源線１６９（ＶＴＦＴ）に接続され、ドレインおよ
びソースの他方の端子が駆動トランジスタ１６１のドレイン電極に接続され、ゲートがＥ
ｎａｂｌｅ線１７５に接続されているスイッチングトランジスタである。
【００６６】
　以上のように構成された画素１６０は、データ線駆動回路３２からＤａｔａ線１７６を
介して供給された信号電圧（データ信号）に応じた輝度で発光する。
【００６７】
　なお、画素１６０を構成するスイッチ１６２～スイッチ１６４とスイッチ１６５とはｎ
型ＴＦＴとして、以下では説明を行うが、それに限られない。スイッチ１６２～スイッチ
１６４とスイッチ１６５とは、ｐ型ＴＦＴであってもよい。また、スイッチ１６２～スイ
ッチ１６４とスイッチ１６５とにおいて、ｎ型ＴＦＴとｐ型ＴＦＴとが混在して用いられ
てもよい。なお、ｐ型ＴＦＴのゲートに接続された信号線については以下で説明する電圧
レベルを逆転させればよい。
【００６８】
　また、基準電圧電源線１６８の電圧ＶＲＥＦと初期化電源線１７１の電圧ＶＩＮＩとの
電位差は駆動トランジスタ１６１の最大閾値電圧よりも大きな電圧に設定される。
【００６９】
　また、基準電圧電源線１６８の電圧ＶＲＥＦ及び初期化電源線１７１の電圧ＶＩＮＩは
、ＥＬ素子１６６に電流が流れないように、次のように設定されている。
【００７０】
　電圧ＶＩＮＩ＜電圧ＶＥＬ＋（ＥＬ素子１６６の順方向電流閾値電圧）、
　（基準電圧電源線１６８の電圧ＶＲＥＦ）＜電圧ＶＥＬ＋（ＥＬ素子１６６の順方向電
流閾値電圧）＋（駆動トランジスタ１６１の閾値電圧）
【００７１】
　ここで、電圧ＶＥＬは、上述したように、ＥＬカソード電源線１７０の電圧である。
【００７２】
　［１－２．動作］
　次に、上述したように構成された本実施の形態に係る表示装置１の動作について図４～
図６を用いて説明する。
【００７３】
　図４は、本実施の形態に係る表示装置１における電源停止動作を示すタイミングチャー
トである。図５は、本実施の形態に係る表示装置１の通常動作及び電源停止動作の詳細な
タイミング例を示すタイミングチャートである。図６は、本実施の形態において、駆動ト
ランジスタ１６１の各ノードから電荷が引き抜かれる様子を説明する説明図である。ここ
で、駆動トランジスタ１６１のノードとは、駆動トランジスタ１６１のゲート、ドレイン
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又はソースである。
【００７４】
　なお、図４には、表示装置１の電源電圧と、検出信号ＰＯＲ１と、検出信号ＰＯＲ２と
、画素アレイ３４への供給電圧のうちパネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧Ｓｉｇ１＊
と、画素アレイ３４への供給電圧のうちパネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する電圧Ｓｉｇ２
＊とが示されている。ただし、図中のＳｉｇ１＊、Ｓｉｇ２＊は、画素アレイ３４への供
給電圧の傾向を模式的に示した一例である。つまり、画素アレイ３４への供給電圧は、図
中のＳｉｇ１＊、Ｓｉｇ２＊のように最小電圧がＶＳＳかつ最大電圧がＶＤＤでない場合
もある。また、画素アレイ３４への供給電圧は、ハイレベル電圧が図中のＳｉｇ１＊、Ｓ
ｉｇ２＊のような傾向を示すパルス波形の場合もある。
【００７５】
　また、図５には、画素アレイ３４へ供給される各種電源電圧及び各種信号が示されてい
る。ここでいう各種電源電圧はＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬであり、各種信号
は、走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩ
、信号電圧ＤＡＴＡである。
【００７６】
　［１－２－１．通常動作］
　まず、本実施の形態に係る表示装置１の通常動作について説明する。ここで、通常動作
とは、表示装置１に対する電源供給が停止される前（図４の時刻ｔ１より前）の表示装置
１の動作である。なお、通常動作とは、検出部１０によって電源供給の停止が検出される
前（図４の時刻ｔ２より前）の動作でもよい。
【００７７】
　図４に示すように、通常動作では、各種電源電圧及び各種信号として、所定のタイミン
グかつ所定の電圧が供給される。具体的には、図５に示すように、通常動作では、各種電
源電圧は一定の電圧が連続して供給され、各種信号の各々は、一定の電圧（スイッチ１６
２～１６５を導通させるハイレベル電圧）が所定のタイミングで供給される。これにより
、通常動作では、画素１６０は、以下の（i）～（iv）のように動作する。
【００７８】
　具体的には、（i）ＩＮＩをＨＩＧＨ、かつ、ＲＥＦをＨＩＧＨにすることにより、ス
イッチ１６３、１６４を導通させ、駆動トランジスタ１６１の閾値電圧補償を行うための
ドレイン電流を流すのに必要な初期電圧を容量素子１６７に保持させる（初期化動作）。
次に、（ii）ＩＮＩをＬＯＷにした後にＥＮＢをＨＩＧＨとすることにより、スイッチ１
６５を導通させてドレイン電流を流す。これにより、駆動トランジスタ１６１の閾値電圧
に相当する電圧を容量素子１６７に保持させる（閾値補償動作）。その後、（iii）ＥＮ
Ｂ、ＲＦＦをＬＯＷにした後にＳＣＡＮをＨＩＧＨにすることにより、スイッチ１６２を
導通させて信号電圧ＤＡＴＡを書き込む（書き込み動作）。最後に、（iv）ＥＮＢをＨＩ
ＧＨにすることによりスイッチ１６５を導通させてＥＬ素子１６６を発光させる（発光動
作）。
【００７９】
　このような動作により、通常動作において、表示装置１は、各画素１６０の駆動トラン
ジスタ１６１の閾値電圧のバラつきを抑制して発光することができる。
【００８０】
　［１－２－２．電源停止動作］
　ここで、このような画素１６０において、駆動トランジスタ１６１のゲートは、スイッ
チ１６２を介してＤａｔａ線１７６に接続されている。また、当該ゲートは、スイッチ１
６３を介して基準電圧電源線１６８に接続されている。すなわち、当該ゲートは、スイッ
チ１６２、１６３が非導通になった場合、いずれの配線にも接続されないフローティング
状態となる。
【００８１】
　これにより、表示装置１に対する電源電圧の供給が停止した場合、駆動トランジスタ１
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６１のゲートの電荷が十分に抜けない虞がある。これは以下のような理由による。
【００８２】
　具体的には、通常、駆動トランジスタ１６１には、電子の移動度が高いことから薄膜ト
ランジスタが用いられる。特に、酸化物薄膜トランジスタは、オフ時のリーク電流が極め
て小さく、リーク電流の大きさがｐＡオーダーであるという長所があることから駆動トラ
ンジスタ１６１に適している。しかしながら、このような酸化物薄膜トランジスタは、リ
ーク電流が極めて小さいために、表示装置１の電源供給が停止された後であっても、各画
素１６０の内部では電源供給が停止される直前での電荷が保持される。
【００８３】
　このような駆動トランジスタ１６１のゲートに保持された電荷によって、次のような問
題を生じる虞がある。
【００８４】
　具体的には、このような電荷により駆動トランジスタ１６１に印加される電圧は、当該
駆動トランジスタ１６１に対する電気的ストレスとなる。これにより、駆動トランジスタ
１６１の閾値電圧シフトが生じる虞がある。すなわち、駆動トランジスタ１６１の信頼性
の劣化、及び、特性の劣化が生じる虞がある。このような画素内のトランジスタの劣化は
、表示装置の特性及び信頼性に影響を及ぼす虞がある。
【００８５】
　そこで、本実施の形態に係る表示装置１では、当該表示装置１に対する電源供給が停止
した場合に、駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜くことにより、上記の問題
を解決する。以下、本実施の形態に係る表示装置１の電源停止動作について、具体的に説
明する。
【００８６】
　図４に示すように、時刻ｔ１において、例えば表示装置１本体の電源ボタンが押下され
ることにより当該表示装置１に対する電源供給が停止すると、時刻ｔ１以降では、電源電
圧が次第に低下する。
【００８７】
　時刻ｔ２において、電源電圧が第１閾値電圧以下になると、検出部１０によって検出信
号ＰＯＲ１が出力される。よって、パネル制御部２０によって、表示パネル３０に対して
電源停止動作をさせるためのパネル制御信号Ｓｉｇ１が出力される。したがって、画素ア
レイ３４への供給電圧のうち、パネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧（本実施の形態で
は、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡ）が、図中のＳｉｇ１＊のよう
に低下する。
【００８８】
　これにより、時刻ｔ３において、パネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧（本実施の形
態では、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡ）が、ローレベル電圧（例
えば、ＶＳＳ）となる。
【００８９】
　次に、時刻ｔ４において、電源電圧が第２閾値電圧以下になると、検出部１０によって
検出信号ＰＯＲ２が出力される。よって、パネル制御部２０によって、表示パネル３０に
対して電源停止動作をさせるためのパネル制御信号Ｓｉｇ２が出力される。したがって、
画素アレイ３４への供給電圧のうち、パネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する電圧（本実施の
形態では、走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号
ＩＮＩ）が、図中のＳｉｇ２＊のように低下する。
【００９０】
　ここで、時刻ｔ３～ｔ４では、Ｓｉｇ１＊はローレベル電圧になっているものの、Ｓｉ
ｇ２＊は低下していない。よって、図５に示すように、パネル制御信号Ｓｉｇ２に対応す
る電圧（信号）であるＩＮＩ、ＲＥＦ、ＥＮＢ、ＳＣＡＮが通常動作と同様にＨＩＧＨに
なることにより、スイッチ１６２～１６５が導通する。
【００９１】
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　これにより、時刻ｔ３～ｔ４では、図６に示すように、駆動トランジスタ１６１のゲー
ト、ドレイン及びソースの電荷が引き抜かれる。
【００９２】
　具体的には、駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷は、スイッチ１６２を介してロー
レベル電圧（例えば、ＶＳＳ）が印加されたＤａｔａ線１７６に引き抜かれる。また、さ
らに、当該ゲートの電荷は、スイッチ１６３を介してローレベル電圧（例えば、ＶＳＳ）
が印加された基準電圧電源線１６８に引き抜かれる。さらに具体的には、駆動トランジス
タ１６１のゲートの電荷は、スイッチ１６２及びＤａｔａ線１７６を介してデータ線駆動
回路３２に引き抜かれる、又は、スイッチ１６３及び基準電圧電源線１６８を介して電源
部３１に引き抜かれる。
【００９３】
　また、駆動トランジスタ１６１のドレインの電荷は、スイッチ１６５を介してローレベ
ル電圧（例えば、ＶＳＳ）が印加されたＥＬアノード電源線１６９に引き抜かれる。さら
に具体的には、駆動トランジスタ１６１のドレインの電荷は、スイッチ１６５及びＥＬア
ノード電源線１６９を介して電源部３１に引き抜かれる。
【００９４】
　また、駆動トランジスタ１６１のソースの電荷は、スイッチ１６４を介してローレベル
電圧（例えば、ＶＳＳ）が印加された初期化電源線１７１に引き抜かれる。さらに具体的
には、駆動トランジスタ１６１のソースの電荷は、スイッチ１６４及び初期化電源線１７
１を介して電源部３１に引き抜かれる。
【００９５】
　その後、時刻ｔ４～ｔ５において、電源電圧の低下に伴ってＳｉｇ＊２も次第に低下し
、電源電圧がローレベル（例えば、ＶＳＳ）となった時刻ｔ５において、Ｓｉｇ＊２もロ
ーレベルとなる。つまり、時刻ｔ５以降では各スイッチ１６２～１６４が非導通状態とな
ることにより、駆動トランジスタ１６１のゲート、ドレイン及びソースはフローティング
状態となる。
【００９６】
　このように、本実施の形態に係る表示装置１では、検出部１０によって電源供給の停止
が検出された場合、各種電源電圧及び信号電圧（ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ
、ＶＤＡＴＡ）を低下させた後に、スイッチ１６２～１６５を導通させる。これにより、
表示装置１は、スイッチ１６２～１６５を介して、駆動トランジスタ１６１のゲート、ド
レイン及びソースの電荷を引き抜くことができる。
【００９７】
　ここで、上述したように、駆動トランジスタ１６１のゲート、ドレイン及びソースの電
荷は、上述の時刻ｔ３～ｔ４において引き抜かれている。よって、時刻ｔ５において、駆
動トランジスタ１６１のゲート、ドレイン及びソースがフローティング状態となったとき
、これらゲート、ドレイン及びソースに保持される電荷を抑制できる。
【００９８】
　よって、本実施の形態に係る表示装置１では、フローティング状態になったときに駆動
トランジスタ１６１のゲートに電荷が保持されていることにより生じる駆動トランジスタ
１６１への負荷を抑制できる。つまり、表示装置１では、駆動トランジスタ１６１の信頼
性の劣化、及び、特性の劣化を抑制できる。その結果、表示装置１の特性及び信頼性を保
つことができる。
【００９９】
　なお、時刻ｔ３～ｔ４の期間は、例えば、１フレーム期間以上であればよい。これによ
り、全ての画素行において、各種電源電圧及び信号電圧（ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ
、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡ）をローレベル電圧まで低下させた後に、スイッチ１６２～１６５
を導通させることができる。よって、全ての画素行において、スイッチ１６２～１６５を
介して、駆動トランジスタ１６１のゲート、ドレイン及びソースの電荷を引き抜くことが
できる。
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【０１００】
　また、上記説明では、各画素１６０からの電荷の引き抜きは、時刻ｔ３～ｔ４において
行順次に行われているとした。つまり、電源停止動作においても、通常動作と同様に、走
査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩを行順
次にＨＩＧＨにすることにより、全画素１６０から電荷を引き抜いている。これにより、
走査線駆動回路３３は、通常動作と電源停止動作とで、走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号Ｒ
ＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩをＨＩＧＨにするタイミングを変える
必要がないので、簡易な制御で電荷を引き抜くことができる。
【０１０１】
　なお、各画素１６０からの電荷の引き抜きは、時刻ｔ３～ｔ４のいずれかのタイミング
で一斉に行われてよい。つまり、各種電源電圧及び信号電圧（ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴ
ＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡ）がローレベル電圧まで低下した後に、全ての画素行に対して
、走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩを
ＨＩＧＨにしてもよい。これにより、電荷の引き抜きに要する時間を短縮できる。
【０１０２】
　［１－３．効果等］
　以上説明したように、本実施の形態に係る表示装置１は、行列状に配置された複数の画
素１６０を備える表示装置であって、複数の画素１６０の各々は、供給される電流量に応
じて発光するＥＬ素子１６６と、ＥＬ素子１６６の発光を制御する駆動トランジスタ１６
１と、駆動トランジスタ１６１のゲートに接続された第１スイッチであるスイッチ１６２
、１６３とを有し、表示装置１は、当該表示装置１に対する電源供給が停止した場合に複
数の画素１６０の各々におけるゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部を備える。
【０１０３】
　このように、本実施の形態に係る表示装置１は、表示装置１に対する電源供給が停止し
た場合に駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜く。よって、表示装置１に対す
る電源供給が停止している期間において駆動トランジスタ１６１にかかる負荷（電気的ス
トレス）を抑制できる。したがって、本実施の形態に係る表示装置１は、当該期間におけ
る画素１６０内の駆動トランジスタ１６１の劣化を抑制できる。すなわち、表示装置１の
長期信頼性を確保できる。
【０１０４】
　ここで、本実施の形態において、表示装置１に対する電源供給が停止した場合に複数の
画素１６０の各々における駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部
は、検出部１０、パネル制御部２０、電源部３１、データ線駆動回路３２及び走査線駆動
回路３３に相当する。
【０１０５】
　つまり、本実施の形態では、電荷引抜部は、表示装置１の外部から供給される電源電圧
の低下を検出することにより、電源供給の停止を検出する検出部１０を備える。
【０１０６】
　これにより、表示装置１の電源電圧がローレベル電圧（例えば、ＶＳＳ）となる前に、
当該電源供給の停止を検出することができる。よって、電荷引抜部による電荷の引き抜き
に内部電圧が必要な場合であっても、駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜く
ことができる。
【０１０７】
　また、電荷引抜部は、検出部１０により電源供給の停止が検出された場合、スイッチ１
６２、１６３を導通させることにより電荷を引き抜く。
【０１０８】
　このように、本実施の形態では、各画素１６０に設けられているスイッチ１６２、１６
３を導通させることにより電荷を引き抜く。よって、電荷を引き抜くための新たな構成を
設ける必要がないので、画素構成を簡素化できる。
【０１０９】
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　具体的には、スイッチ１６２、１６３は、本実施の形態における第１配線であるＤａｔ
ａ線１７６及び基準電圧電源線１６８と駆動トランジスタ１６１のゲートとの導通及び非
導通を切り替え、電荷引抜部は、検出部１０により電源供給の停止が検出された場合、Ｄ
ａｔａ線１７６及び基準電圧電源線１６８の電圧がローレベル電圧となった後に、スイッ
チ１６２、１６３（いずれも第１スイッチ）を導通させる。
【０１１０】
　ここで、Ｄａｔａ線１７６及び基準電圧電源線１６８は、複数の画素１６０に対して、
ＥＬ素子１６６の発光を制御するための電源電圧を供給する電源線、又は、ＥＬ素子１６
６の輝度に対応する信号電圧ＤＡＴＡを供給する信号線である。
【０１１１】
　このように、本実施の形態では、表示装置１に対する電源供給が行われている通常時に
おいて電源電圧又は信号電圧が供給されているＤａｔａ線１７６及び基準電圧電源線１６
８の電圧を、当該電源供給が停止した電源停止時においてローレベル電圧（例えば、ＶＳ
Ｓ）とする。つまり、本実施の形態では、Ｄａｔａ線１７６及び基準電圧電源線１６８の
電圧を通常時と電源停止時とで切り替えることにより、Ｄａｔａ線１７６及び基準電圧電
源線１６８を介して電荷を引き抜くことができる。すなわち、電荷を引き抜くための新た
な構成を設ける必要がないので、構成を簡素化できる。
【０１１２】
　また、例えば、ローレベル電圧（例えば、ＶＳＳ）は、駆動トランジスタ１６１への電
気的ストレスを抑制する電圧である。
【０１１３】
　これにより、駆動トランジスタ１６１のゲートから電荷が引き抜かれて平衡状態となっ
た場合、つまり、電荷の引き抜きが完了した場合、当該ゲートの電圧は、当該駆動トラン
ジスタ１６１への電気的ストレスを抑制する電圧となる。よって、当該駆動トランジスタ
１６１における、信頼性の劣化、及び、特性の劣化を一層抑制できる。
【０１１４】
　なお、本実施の形態では、電気的ストレスを抑制できる電圧としてローレベル電圧（例
えば、０［Ｖ］等のＶＳＳ）を例に説明したが、これに限らない。例えば、電気的ストレ
スを抑制できる電圧は、駆動トランジスタ１６１のゲート－ソース間電圧が当該駆動トラ
ンジスタ１６１の閾値電圧となるような電圧であってもよい。
【０１１５】
　（実施の形態１の変形例）
　上記実施の形態１では、表示装置１に対する電源供給が停止した場合、駆動トランジス
タ１６１のゲートの電荷は、スイッチ１６２及びＤａｔａ線１７６と、スイッチ１６３及
び基準電圧電源線１６８とを介して、データ線駆動回路３２及び電源部３１に引き抜かれ
た。しかし、図７及び図８に示すように、表示装置１に対する電源供給が停止した場合、
駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷は、スイッチ１６２及びＤａｔａ線１７６と、ス
イッチ１６３及び基準電圧電源線１６８との一方を介して引き抜かれてもよい。図７及び
図８は、実施の形態１の変形例において、駆動トランジスタ１６１の各ノードから電荷が
引き抜かれる様子を説明する説明図である。具体的には、これらの図は、実施の形態１の
変形例において、図４の時刻ｔ３～ｔ４における画素１６０の状態を示す説明図である。
【０１１６】
　すなわち、図６～図８に示すように、電源部３１及びデータ線駆動回路３２は、検出部
１０により電源供給の停止が検出された場合、駆動トランジスタ１６１のゲートに接続さ
れたスイッチ１６２、１６３の少なくとも１つを導通させることにより、当該ゲートの電
荷を引き抜けばよい。具体的には、電源部３１及びデータ線駆動回路３２は、検出部１０
により電源供給の停止が検出された場合、当該少なくとも１つに接続された配線（Ｄａｔ
ａ線１７６又は基準電圧電源線１６８）の電圧がローレベル電圧（ＶＳＳ）となった後に
、当該少なくとも１つを導通させればよい。
【０１１７】
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　言い換えると、上記実施の形態１では、画素アレイ３４への供給電圧のうちパネル制御
信号Ｓｉｇ１に対応する電圧は、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡで
あった。また、画素アレイ３４への供給電圧のうちパネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する電
圧（信号）は、走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ
信号ＩＮＩであった。しかしながら、これらパネル制御信号Ｓｉｇ１、Ｓｉｇ２と画素ア
レイ３４への供給電圧との対応付けは、上記実施の形態１に限らない。
【０１１８】
　すなわち、パネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧（信号）は、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、
ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＤＡＴＡ、さらに、ＲＥＦ信号ＲＥＦであってもよく、パネル制御信
号Ｓｉｇ２に対応する電圧（信号）は、走査信号ＳＣＡＮ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎ
ｉｔ信号ＩＮＩであってもよい。これにより、図７に示すように、表示装置１に対する電
源供給が停止した場合、駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷は、スイッチ１６２及び
Ｄａｔａ線１７６を介して引き抜かれる。
【０１１９】
　また、パネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧（信号）は、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴ
ＦＴ、ＶＥＬ、ＤＡＴＡ、さらに、走査信号ＳＣＡＮであってもよく、パネル制御信号Ｓ
ｉｇ２に対応する電圧（信号）は、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ
信号ＩＮＩであってもよい。これにより、図８に示すように、表示装置１に対する電源供
給が停止した場合、駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷は、スイッチ１６３及び基準
電圧電源線１６８を介して引き抜かれる。
【０１２０】
　（実施の形態２）
　次に、本開示の実施の形態２について、実施の形態１と異なる点を中心に説明する。上
記実施の形態１では、表示装置１に対する電源供給が停止した場合に、通常動作において
ＥＬ素子１６６の発光を制御するためのスイッチ１６２、１６３を介して、駆動トランジ
スタ１６１のゲートの電荷を引き抜いた。これに対して、本実施の形態では、スイッチ１
６２、１６３以外のスイッチであって、表示装置１に対する電源供給が停止した場合に駆
動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜くためのスイッチを備える。
【０１２１】
　［２－１．構成］
　［２－１－１．表示装置］
　まず、本実施の形態に係る表示装置の構成について、図９及び図１０を用いて説明する
。
【０１２２】
　図９は、実施の形態２に係る表示装置の構成例を示すブロック図である。図１０は、図
９中の表示パネルの構成例を示すブロック図である。
【０１２３】
　これらの図に示すように、本実施の形態に係る表示装置２は、実施の形態に係る表示装
置１とほぼ同様であるが、パネル制御部２２０から表示パネル２３０に出力される信号、
及び、表示パネル２３０の構成が異なる。
【０１２４】
　パネル制御部２２０は、実施の形態１におけるパネル制御部２０と比較して、さらにリ
セット信号ＲＳＴを出力する。具体的には、パネル制御部２２０は、検出部１０により電
源供給の停止が検出された場合、表示パネル２３０に対して、リセット信号ＲＳＴを出力
する。より具体的には、パネル制御部２２０は、第１検出器１１によって検出信号ＰＯＲ
１が出力されてから、第２検出器１２によって検出信号ＰＯＲ２が出力されるまでの期間
、ＨＩＧＨとなるようなリセット信号ＲＳＴを出力する。
【０１２５】
　また、実施の形態１におけるパネル制御部２０は、第１検出器１１から検出信号ＰＯＲ
１が出力された場合にパネル制御信号Ｓｉｇ１を出力し、第２検出器１２から検出信号Ｐ
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ＯＲ２が出力された場合にパネル制御信号Ｓｉｇ２を出力したが、本実施の形態における
パネル制御部２２０は、第２検出器１２から検出信号ＰＯＲ２が出力された場合にパネル
制御信号Ｓｉｇ１、Ｓｉｇ２を出力する。
【０１２６】
　表示パネル２３０は、実施の形態１における表示パネル３０と比較して、電源部２３１
によって供給される電圧が異なる。また、画素アレイ２３４に配置された画素の構成が異
なる。
【０１２７】
　電源部２３１は、実施の形態１に係る電源部３１と比較して、さらに、リセット電圧Ｖ
ＲＳＴを画素アレイ２３４に供給する。ここで、このリセット電圧ＶＲＳＴは、例えば、
駆動トランジスタ１６１への電気的ストレスを抑制する電圧（例えば、０［Ｖ］）である
。
【０１２８】
　画素アレイ２３４は、実施の形態１における画素アレイ３４と比較して、画素の構成が
異なる。
【０１２９】
　［２－１－２．画素］
　続いて、画素アレイ２３４に配置された画素の構成の一例について、図１１を用いて説
明する。図１１は、実施の形態２における画素の構成を示す回路図である。
【０１３０】
　図１１に示す画素２６０は、実施の形態１における画素１６０と比較して、さらに、ス
イッチ２６１～２６３を備える。
【０１３１】
　スイッチ２６１は、リセット電圧ＶＲＳＴを供給するリセット電源線２６４と駆動トラ
ンジスタ１６１のゲートとの導通および非導通を切り換える。具体的には、スイッチ２６
１は、ドレインおよびソースの一方の端子がリセット電源線２６４（ＶＲＳＴ）に接続さ
れ、ドレインおよびソースの他方の端子が駆動トランジスタ１６１のゲートに接続され、
ゲートがＲｅｓｅｔ線２７１に接続されているスイッチングトランジスタである。
【０１３２】
　スイッチ２６２は、ドレインおよびソースの他方の端子が駆動トランジスタ１６１のド
レインに接続されている点を除き、スイッチ２６１と同様に接続されている。スイッチ２
６３は、ドレインおよびソースの他方の端子が駆動トランジスタ１６１のソースに接続さ
れている点を除き、スイッチ２６１と同様に接続されている。
【０１３３】
　［２－２．動作］
　次に、上述したように構成された本実施の形態に係る表示装置２の動作について図１２
及び図１３を用いて説明する。
【０１３４】
　図１２は、本実施の形態に係る表示装置２における電源停止動作を示すタイミングチャ
ートである。図１３は、本実施の形態において、駆動トランジスタ１６１の各ノードから
電荷が引き抜かれる様子を説明する説明図である。
【０１３５】
　なお、図１２には、表示装置２の電源電圧と、リセット信号ＲＳＴと、リセット電圧Ｖ
ＲＳＴと、画素アレイ２３４への供給電圧のうちパネル制御信号Ｓｉｇ１に対応する電圧
Ｓｉｇ１＊と、画素アレイ２３４への供給電圧のうちパネル制御信号Ｓｉｇ２に対応する
電圧Ｓｉｇ２＊とが示されている。ただし、図中のＳｉｇ１＊、Ｓｉｇ２＊は、画素アレ
イ２３４への供給電圧の傾向を模式的に示した一例である。つまり、画素アレイ２３４へ
の供給電圧は、図中のＳｉｇ１＊、Ｓｉｇ２＊のように最小電圧がＶＳＳかつ最大電圧が
ＶＤＤでない場合もある。また、画素アレイ２３４への供給電圧は、ハイレベル電圧が図
中のＳｉｇ１＊、Ｓｉｇ２＊のような傾向を示すパルス波形の場合もある。
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【０１３６】
　［２－２－１．通常動作］
　本実施の形態に係る表示装置２の通常動作は、実施の形態１における通常動作と同様で
ある。つまり、表示装置２は、当該表示装置２に対して電源電圧が供給されている通常時
において、実施の形態１で述べたような（i）初期化動作、（ii）閾値補償動作、（iii）
書き込み動作、及び、（iv）発光動作を順に行うことにより、表示装置２は、各画素２６
０の駆動トランジスタ１６１の閾値電圧のバラつきを抑制して発光することができる。
【０１３７】
　［２－２－２．電源停止動作］
　次に、本実施の形態に係る表示装置１の電源停止動作について、具体的に説明する。
【０１３８】
　図１２に示すように、時刻ｔ１において、例えば表示装置２本体の電源ボタンが押下さ
れることにより当該表示装置２に対する電源供給が停止すると、時刻ｔ１以降では、電源
電圧が次第に低下する。
【０１３９】
　時刻ｔ２において、電源電圧が第１閾値電圧以下になると、検出部１０によって検出信
号ＰＯＲ１が出力される。よって、パネル制御部２２０によって、ＲＳＴがＨＩＧＨへと
立ち上がる。したがって、スイッチ２６１～２６３が導通する。
【０１４０】
　次に、時刻ｔ４において、電源電圧が第２閾値電圧以下になると、検出部１０によって
検出信号ＰＯＲ２が出力される。よって、パネル制御部２２０によって、ＲＳＴがＬＯＷ
へと立ち下がる。したがって、スイッチ２６１～２６３が非導通となる。また、パネル制
御部２２０によって、表示パネル２３０に対して電源停止動作をさせるためのパネル制御
信号Ｓｉｇ１、Ｓｉｇ２が出力される。したがって、画素アレイ２３４への供給電圧のう
ち、パネル制御信号Ｓｉｇ１、Ｓｉｇ２に対応する電圧（本実施の形態では、走査信号Ｓ
ＣＡＮ、ＲＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩ、ＶＩＮＩ、Ｖ
ＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡ）が、図中のＳｉｇ１＊、Ｓｉｇ２＊のように低
下する。
【０１４１】
　ここで、時刻ｔ２～ｔ４では、ＲＳＴがＨＩＧＨとなっているので、スイッチ２６１～
２６３が導通している。
【０１４２】
　これにより、時刻ｔ２～ｔ４では、図１３に示すように、駆動トランジスタ１６１のゲ
ート、ドレイン及びソースの電荷が、スイッチ２６１～２６３を介してリセット電源線２
６４に引き抜かれる。
【０１４３】
　このように、本実施の形態に係る表示装置２では、検出部１０によって電源供給の停止
が検出された場合、スイッチ２６１～２６３を導通させる。これにより、表示装置２は、
スイッチ２６１～２６３を介して、駆動トランジスタ１６１のゲート、ドレイン及びソー
スの電荷を引き抜くことができる。
【０１４４】
　よって、本実施の形態に係る表示装置２は、実施の形態１に係る表示装置１と同様の効
果を奏する。すなわち、表示装置２に対する電源供給が停止している期間において駆動ト
ランジスタ１６１にかかる負荷（電気的ストレス）を抑制できる。したがって、本実施の
形態に係る表示装置２は、当該期間における画素２６０内の駆動トランジスタ１６１の劣
化を抑制できる。
【０１４５】
　［２－３．効果等］
　以上説明したように、本実施の形態に係る表示装置２は、実施の形態１に係る表示装置
１と比較して、さらに、駆動トランジスタ１６１のゲートに接続された第２スイッチであ
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るスイッチ２６１を備え、電荷引抜部は、検出部１０により電源供給の停止が検出された
場合、スイッチ２６１を導通させることにより電荷を引き抜く。
【０１４６】
　これにより、簡易な制御で駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜くことがで
きる。
【０１４７】
　ここで、本実施の形態において、表示装置１に対する電源供給が停止した場合に複数の
画素２６０の各々における駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜く電荷引抜部
は、検出部１０、パネル制御部２２０、電源部２３１、データ線駆動回路３２及び走査線
駆動回路３３に相当する。
【０１４８】
　具体的には、スイッチ２６１は、第１配線（スイッチ１６２が接続されたＤａｔａ線１
７６、スイッチ１６３が接続された基準電圧電源線１６８）と異なる第２配線であるリセ
ット電源線２６４と駆動トランジスタ１６１のゲートとの導通及び非導通を切り替え、リ
セット電源線２６４には、ローレベル電圧が印加されている。
【０１４９】
　これにより、リセット電源線２６４の電圧を切り替える必要が無いので、一層簡易な制
御で駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷を引き抜くことができる。
【０１５０】
　（実施の形態２の変形例１）
　なお、スイッチ２６１～２６３は、図１４に示すように、駆動トランジスタ１６１の各
ノードとＤａｔａ線１７６との導通及び非導通を切り換えてもよい。図１４は、実施の形
態２の変形例１における画素２６０Ａの構成を示す回路図である。
【０１５１】
　同図に示す画素２６０Ａにおいても、検出部１０により表示装置２への電源供給の停止
が検出された場合、Ｄａｔａ線１７６（第１配線）の電圧がローレベル電圧（例えば、０
［Ｖ］）となった後に、スイッチ２６１（第２スイッチ）を導通させることにより、実施
の形態１、２と同様の効果を奏する。
【０１５２】
　（実施の形態２の変形例２）
　また、実施の形態２では、表示装置２に対する電源供給が停止した場合に、駆動トラン
ジスタ１６１の各ノードの電荷が引き抜かれていたが、駆動トランジスタ１６１のドレイ
ン及びソースの電荷は引き抜かれなくてもよい。
【０１５３】
　つまり、図１５に示すように、画素２６０Ｂは、画素２６０と比較してスイッチ２６２
、２６３を備えず、表示装置２に対する電源供給が停止した場合に、駆動トランジスタ１
６１のドレイン―ソース間を導通するスイッチ２６５を備えてもよい。図１５は、実施の
形態２の変形例２における画素２６０Ｂの構成を示す回路図である。
【０１５４】
　このような構成であっても、表示装置に対する電源供給が停止している期間における駆
動トランジスタ１６１の劣化を抑制できる。
【０１５５】
　（実施の形態２の変形例３）
　また、実施の形態２におけるスイッチ２６１～２６３の各々に代わり抵抗素子を設けて
もよい。これにより、スイッチ２６１～２６３の導通及び非導通を切り替える制御が不要
となるので、簡易な構成及び制御で、表示装置に対する電源供給が停止した場合に駆動ト
ランジスタ１６１の各ノードの電荷を引き抜くことができる。
【０１５６】
　図１６は、実施の形態２の変形例３に係る表示装置２Ｃの構成を示すブロック図であり
、図１７は、実施の形態２の変形例３における画素２６０Ｃの構成を示す回路図である。
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【０１５７】
　図１６に示すように、本変形例に係る表示装置２Ｃは、実施の形態２に係る表示装置２
と比較して、検出部１０及びパネル制御部２０を備えなくてもよい。
【０１５８】
　また、本変形例に係る表示装置２Ｃは、表示パネル２３０に代わり、画素アレイ２３４
Ｃを備える表示パネル２３０Ｃを備える。画素アレイ２３４Ｃは、実施の形態２における
画素アレイ２３４と比較して各画素の構成が異なる。
【０１５９】
　すなわち、実施の形態２では、表示装置２に対する電源供給が停止した場合に、スイッ
チ２６１～２６３を導通させることにより、駆動トランジスタ１６１の各ノードの電荷を
引き抜いた。これに対し、本変形例では、表示装置２Ｃに対する電源供給が停止した場合
、抵抗３６１～３６３が、当該抵抗３６１～３６３の時定数に従って、駆動トランジスタ
１６１の各ノードの電荷を放電する（引き抜く）。
【０１６０】
　具体的には、表示装置２Ｃに対する電源供給が停止した場合、当該表示装置２Ｃの電源
電圧は次第に低下する。よって、ＶＲＳＴは、次第にローレベル電圧へと低下する。した
がって、抵抗３６１～３６３２を介して、駆動トランジスタ１６１の各ノードの電荷が放
電される。つまり、本変形例では、実施の形態１で説明したような検出部１０及びパネル
制御部２０がなくてもよい。
【０１６１】
　つまり、変形例において、表示装置２Ｃに対する電源供給が停止した場合に複数の画素
２６０Ｃの各々における駆動トランジスタ１６１の各ノードの電荷を引き抜く電荷引抜部
は、抵抗３６１～３６３に相当する。
【０１６２】
　ここで、抵抗３６１～３６３は、表示装置２Ｃに対する電源供給が行われている通常時
に、ＥＬ素子１６６の発光に影響を及ぼさないような高抵抗値の抵抗であることが望まし
い。
【０１６３】
　以上のように、本変形例では、抵抗３６１～３６３によって、駆動トランジスタ１６１
の各ノードの電荷が引き抜かれる。これにより、本変形例に係る表示装置２Ｃは、実施の
形態１、２と同様の効果を奏する。すなわち、表示装置２Ｃに対する電源供給が停止して
いる期間における駆動トランジスタ１６１の劣化を抑制できる。
【０１６４】
　（他の実施の形態）
　以上、本出願において開示する技術の例示として、実施の形態及び変形例について説明
した。しかしながら、本開示における技術は、これらに限定されず、適宜、変更、置き換
え、付加、省略などを行った実施の形態にも適用可能である。また、上記実施の形態及び
変形例で説明した各構成要素を組み合わせて、新たな実施の形態とすることも可能である
。
【０１６５】
　そこで、以下、他の実施の形態を例示する。
【０１６６】
　例えば、上記説明では、表示装置に対する電源供給が停止した場合、複数の画素の各々
における駆動トランジスタの各ノードの電荷が引き抜かれるとして説明したが、少なくと
も駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷が引き抜かれていればよい。
【０１６７】
　具体的には、実施の形態１に係る表示装置１は、図１８に示すように電荷を引き抜いて
もよい。図１８は、実施の形態１の他の変形例において、駆動トランジスタ１６１のゲー
トから電荷が引き抜かれる様子を説明する説明図である。
【０１６８】
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　同図に示す画素１６０は、実施の形態１と同様の構成を有する。ただし、パネル制御信
号Ｓｉｇ１に対応する電圧が、ＶＩＮＩ、ＶＲＥＦ、ＶＴＦＴ、ＶＥＬ、ＶＤＡＴＡ、Ｒ
ＥＦ信号ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩであり、パネル制御信号Ｓ
ｉｇ２に対応する電圧が、走査信号ＳＣＡＮである点が異なる。これにより、駆動トラン
ジスタ１６１のドレイン及びソースの電荷は引き抜かれず、駆動トランジスタ１６１のゲ
ートの電荷は引き抜かれる。
【０１６９】
　また、実施の形態２において、各画素は、図１９のように構成されていてもよい。図１
９は、実施の形態２の他の変形例における画素２６０Ｄの構成を示す回路図である。この
ように構成された画素２６０Ｄでは、駆動トランジスタ１６１のドレイン及びソースの電
荷は引き抜かれず、駆動トランジスタ１６１のゲートの電荷は引き抜かれる。
【０１７０】
　また、画素の構成は上記説明の構成に限らず、図２０のような構成であってもよい。
【０１７１】
　図２０は、他の実施の形態における画素の構成を示す回路図である。図２０の画素は、
駆動トランジスタ１６１と、スイッチ１６２と、ＥＬ素子１６６と、容量素子１６７とを
備え、図３に示した画素よりも簡素化された構成である。
【０１７２】
　同図の駆動トランジスタ１６１はｎ型ＴＦＴではなくｐ型ＴＦＴが用いられ、そのドレ
インは電圧Ｖ１の電源線に接続されている。
【０１７３】
　容量素子１６７の一方の電極は電圧Ｖ２の電源線に接続されている。電圧Ｖ１は電圧Ｖ
２と同じでもよい。
【０１７４】
　スイッチ１６２のソースおよびドレインの一方はＤａｔａ線１７６に接続され、ソース
およびドレインの他方は容量素子１６７の他方の電極に接続されている。スイッチ１６２
のゲートはＳｃａｎ線１７２に接続されている。
【０１７５】
　この構成における電源停止動作では、検出部１０により電源供給の停止が検出された場
合、Ｄａｔａ線１７６（第１配線）の電圧がローレベル電圧（例えば、０［Ｖ］）となっ
た後に、スイッチ１６２（第１スイッチ）を導通させる。これにより、駆動トランジスタ
１６１のゲートの電荷を引き抜くことができる。よって、表示装置に対する電源供給が停
止している期間における画素内の駆動トランジスタ１６１の劣化を抑制できる。
【０１７６】
　また、画素の構成は、例えば、図２０の回路例に対して、電圧Ｖ１の電源線と駆動トラ
ンジスタ１６１の間にスイッチを追加し、そのゲートにＥｎａｂｌｅ線１７５を接続した
構成であってもよい。また、図２０の回路例に対して、電圧Ｖ２の電源線と駆動トランジ
スタ１６１の間にスイッチを追加し、そのゲートにＲｅｆ線１７３を接続した構成であっ
てもよい。また、図２０の回路例に対して、ＥＬ素子１６６のアノードにスイッチを介し
て初期化電源線１７１を接続し、そのスイッチのゲートにＩｎｉｔ線１７４を接続した回
路構成であってもよい。
【０１７７】
　また、図２のように駆動トランジスタ１６１はｎ型であってもよいし、ｐ型であっても
よい。
【０１７８】
　また、スイッチ１６２～１６４の少なくとも１つのトランジスタはｐ型であってもよい
。このようにトランジスタをｐ型で構成することにより、表示装置に対する電源供給が停
止した場合、走査線駆動回路３３から出力される各信号（走査信号ＳＣＡＮ、ＲＥＦ信号
ＲＥＦ、イネーブル信号ＥＮＢ、ｉｎｉｔ信号ＩＮＩ）がローレベル（例えば０Ｖ）とな
ることにより、当該少なくとも１つのトランジスタが導通する。
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【０１７９】
　よって、表示装置に対する電源供給が停止した場合に走査線駆動回路３３から出力され
る各信号をローレベルにするような制御及び構成が必要ないので、制御及び構成が簡素化
できる。
【０１８０】
　また、駆動トランジスタのゲートの電荷が引き抜かれる構成に限らず、画素内の他のト
ランジスタ（スイッチングトランジスタ）のゲートの電荷が引き抜かれてもよい。具体的
には、電源供給が停止されることにより画素内のスイッチが非導通になった場合に、いず
れの配線にも接続されないフローティング状態となるゲートの電荷が引き抜かれる構成で
あればよい。これにより、表示装置に対する電源供給が停止している期間における、当該
ゲートを含むトランジスタの劣化を抑制できる。
【０１８１】
　また、引き抜かれる電荷は、負電荷（電子）に限らず、正電荷（ホール）であってもよ
い。
【０１８２】
　また、上記実施の形態２において、スイッチ２６１～２６３は、画素２６０Ａごとに設
けられていてもよいし、複数の画素２６０Ａに共通して設けられていてもよい。
【０１８３】
　また、例えば、本開示の発光画素において使用される駆動トランジスタ及びスイッチン
グトランジスタの半導体層の材料は、特に限定されないが、例えば、ＩＧＺＯ（Ｉｎ－Ｇ
ａ－Ｚｎ－Ｏ）などの酸化物半導体材料が採用され得る。ＩＧＺＯなどの酸化物半導体か
らなる半導体層を備えるトランジスタは、リーク電流が少ない。また、スイッチとして、
ＩＧＺＯなどの酸化物半導体からなる半導体層を備えるトランジスタを用いる場合、閾値
電圧を正とできるため、駆動トランジスタのゲートからのリーク電流を抑制することがで
きる。
【０１８４】
　また、上記説明では、発光素子として有機ＥＬ素子を用いたが、電流に応じて発光量が
変化する発光素子であれば任意の発光素子を用いることができる。
【０１８５】
　また、上述した有機ＥＬ表示装置などの表示装置については、図２１に示すようなフラ
ットパネルディスプレイとして利用することができ、テレビジョンセット、パーソナルコ
ンピュータ、携帯電話など、表示装置を有するあらゆる電子機器に適用することができる
。
【産業上の利用可能性】
【０１８６】
　本開示は、表示装置に利用でき、特にテレビジョンセットなどの表示装置に利用するこ
とができる。
【符号の説明】
【０１８７】
　　１、２、２Ｃ　　表示装置
　　１０　検出部
　　２０、２２０　パネル制御部
　　３０、２３０、２３０Ｃ　　表示パネル
　　３１、２３１　　電源部
　　３２　　データ線駆動回路
　　３３　　走査線駆動回路
　　３４、２３４、２３４Ｃ　　画素アレイ
　１６０、２６０、２６０Ａ、２６０Ｂ、２６０Ｃ、２６０Ｄ　　画素
　１６１　　駆動トランジスタ
　１６２、１６３、１６４、１６５、２６１、２６２、２６３、２６５　　スイッチ
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　１６６　　ＥＬ素子
　１６７　　容量素子
　１６８　　基準電圧電源線
　１６９　　ＥＬアノード電源線
　１７０　　ＥＬカソード電源線
　１７１　　初期化電源線
　１７２　　Ｓｃａｎ線
　１７３　　Ｒｅｆ線
　１７４　　Ｉｎｉｔ線
　１７５　　Ｅｎａｂｌｅ線
　１７６　　Ｄａｔａ線
　２６４　　リセット電源線
　２７１　　Ｒｅｓｅｔ線
　３６１、３６２、３６３　　抵抗

【図１】 【図２】
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